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第

回
Ｉ
Ｗ
Ｃ
総
会
が
5
月

日
か
ら

日
ま
で
米

５９

28

３１

国
の
ア
ラ
ス
カ
州
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
総
会
に
私
た
ち
も
日
本
政
府
団
の
一
員
と
し
て

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
年
次
総
会
に
は
、
加
盟
国

カ
国
の
う
ち
、

77

カ
国
が
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

７２
今
回
の
会
議
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

○
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
正
常
化
に
つ
い
て

今
回
日
本
政
府
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
を
正
常
化
【
※
注
１
】

す
る
努
力
の
一
環
と
し
て
、
日
本
は
第

回
年
次
会
議

５９

で
は
、
い
ず
れ
の
他
の
議
題
の
削
除
も
提
案
も
し
な
い

と
述
べ
ま
し
た
。

○
先
住
民
生
存
捕
鯨
に
つ
い
て

（
５
年
に
一
度
の
捕
鯨
枠
の
見
直
し
）

日
本
は
米
国
や
ロ
シ
ア
の
提
案
を
支
持
し
ま
し
た
。

両
方
共
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
投
票
し
な
い
で
話
合
い
に
よ

る
方
法
）
で
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二

年
の
捕
獲
枠
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
ト
ビ

ン
セ
ン
ト
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
捕
獲
枠
の
拡
大
を
求
め
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
（
デ

ン
マ
ー
ク
）
に
つ
い
て
は
、
投
票
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

○
我
が
国
沿
岸
小
型
捕
鯨
に
対
す
る
捕
獲
枠
の
要
求

沿
岸
小
型
捕
鯨
に
つ
い
て
、
先
住
民
生
存
捕
鯨
と
同

様
の
観
点
か
ら
沿
岸
小
型
捕
鯨
に
対
し
て
捕
獲
対
象
種

に
ミ
ン
ク
鯨
を
加
え
る
要
求
を
し
た
が
、
日
本
政
府
団

は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
ず
投
票
を
取
り
下
げ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
水
産
庁
次
長
が
、
今
次
総
会
に
お
い
て
は
、

現
時
点
で
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
対
す
る
対
応
を
根
本
的
に
見

直
す
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、国
内
関
係
者
か
ら
強
い
要
請
の
あ
る
、「
Ｉ
Ｗ
Ｃ

か
ら
の
脱
退
」「
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
代
わ
る
新
た
な
国
際
機
関
の

設
立
」「
沿
岸
捕
鯨
の
自
主
的
な
再
開
等
」を
例
示
し
ま

し
た
。

今
回
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
総
会
に
出
席
し
、
本
来
の
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の

機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
本

年
は
、
ア
ラ
ス
カ
の
原
住
民
捕
鯨
等
の
捕
獲
枠
を
決
め

る
重
要
な
会
議
で
し
た
。
米
国
は
、
自
国
の
捕
鯨
を
原

住
民
生
存
捕
鯨
と
位
置
づ
け
、
理
解
を
求
め
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
に
対
し
て
は
理
解

を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
全
て
の
反
捕
鯨
国
も
そ

れ
に
同
調
し
て
米
国
と
同
じ
意
思
を
示
し
ま
し
た
。

先
住
民
生
存
捕
鯨
は
全
く
商
取
引
の
対
象
と
し
て
い

な
い
の
か
の
言
え
ば
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
な
の
に
日
本
の
捕
鯨
を
商
業
捕
鯨
と
決
め
つ
け

て
賛
成
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
単
に
捕
鯨
反
対
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ

う
な
理
由
で
あ
れ
捕
鯨
は
認
め
な
い
と
い
う
よ
う
に
感

じ
と
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
会
議
の
中
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
提

起
さ
れ
た
り
、
話
あ
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

○

混
獲
と
羅
網
【
※
注
２
】
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

捕
鯨
国
、
反
捕
鯨
国
双
方
か
ら
共
通
の
課
題
と
し
て
提

起
さ
れ
た
。

今
回
、
町
と
し
て
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○

今
回
、
捕
鯨
の
町
と
の
交
流
を
行
う
た
め
に
、ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
代
表
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
代
表
と
話
合
い
を

し
、
今
後
の
日
程
等
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

○

今
回
、
出
席
し
て
政
府
関
係
者
、
捕
鯨
従
事
者
、

関
係
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
交
流
を
深
め
「
鯨

の
町
・
太
地
町
」
と
し
て
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
努
力
を
し
ま
し
た
。

○

昨
年
、
第
５
回
伝
統
捕
鯨
地
域
サ
ミ
ッ
ト
が
太
地

町
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
開
催
記
録
の
英
訳
文
を
捕
鯨

関
係
国
に
配
布
し
ま
し
た
。

○

ま
た
、
水
産
庁
が
ミ
ン
ク
鯨
捕
獲
要
求
を
行
う
発

言
の
中
で
日
本
の
沿
岸
小
型
捕
鯨
地
域
の
関
係
自
治

体
、
並
び
に
捕
鯨
を
営
む
関
係
者
も
こ
の
よ
う
に
出

席
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
、
全
員
が
立
席
し
ま

し
た
。

（
※
注
１
）
正
常
化
＝
今
ま
で
採
決
に
持
ち
込
ま
な
い

で
賛
否
を
決
す
る
方
向
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス

（
投
票
し
な
い
で
話
合
い
に
よ
る
方
法
）

に
よ
る
合
議
を
進
め
る
。

（
※
注
２
）
羅
網
＝
仕
掛
け
た
網
に
掛
け
る
。

IWC会議の様子

第
回
Ｉ
Ｗ
Ｃ
年
次
総

第
回
Ｉ
Ｗ
Ｃ
年
次
総
会会

5959

参
加
に
つ
い

参
加
に
つ
い
てて
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平
成

年
第
２
回
太
地
町
議
会
臨
時

１９

会
は
、
８
月

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

２２

今
臨
時
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
の

選
挙
、
次
い
で
常
任
委
員
会
委
員
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
も
選
任
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
あ
と
、
議
会
選
出
各
種
委
員
の

選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
議

長

三

原

勝

利

◇
副
議
長

久

原

拓

美

◇
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

中

川

治

副
委
員
長

塩

崎

伸

一

委

員

山

下

順
一
郎

委

員

漁

野

尚

登

委

員

三

原

勝

利

◇
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

山

本

真
一
郎

副
委
員
長

水

谷

育

生

委

員

背

古

佐
登
史

委

員

久

原

拓

美

委

員

筋

師

敬

◇
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

筋

師

敬

副
委
員
長

塩

崎

伸

一

委

員

久

原

拓

美

委

員

水

谷

育

生

委

員

中

川

治

◇
公
民
館
運
営
審
議
会

委

員

水

谷

育

生

◇
社
会
教
育
委
員

委

員

山

本

真
一
郎

◇
消
防
委
員
会

委

員

水

谷

育

生

委

員

塩

崎

伸

一

委

員

中

川

治

議
会
報
告

平
成
年
第
2
回
臨
時
会

19

～第１９回太地浦勇魚祭～

８月１４日、１７時３０分より太地漁港において今年も太地勇魚会が中心となって、江戸時代初期に
この地で発祥し全国に広まった古式捕鯨法「網掛け突き取り捕鯨法」の再現を行いました。当日の
朝は、会員２０名が漂流人記念碑とくじら供養碑にお参りし、祭の安全祈願と鯨への哀悼の意を表し
ました。昨年来、社会人をはじめ大学生や高校生など大勢の参加があり、捕鯨文化が若い世代へと
引き継がれていっているようです。
また、今回は小学生や帰省客など観客も大勢詰め掛け例年になく活気のある太地浦勇魚祭となり
ました。

供養碑に黙祷 鼻 切 り
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社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金
加
入

記
録
照
会
・
年
金
見
込
額
試
算

（
郵
送
回
答
）
の
お
申
込
み
が

で
き
ま
す
。

年
金
見
込
額
の
お
問
合
せ
に

つ
い
て
は
、
年
金
相
談
、
来
訪

相
談
、
文
章
相
談
の
他
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
照
会
も

受
付
し
て
い
ま
す
。
お
申
込
み

日
現
在

歳
以
上
の
方
を
対
象

５０

に
、
社
会
保
険
庁
（
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
）
で
管
理
し
て

い
る
年
金
加
入
記
録
の
照
会
お

よ
び
年
金
加
入
記
録
に
基
づ
い

た
老
齢
年
金
の
年
金
見
込
額
試

算
を
行
い
ま
す
。

見
込
額
試
算
は
、
被
保
険
者

ご
本
人
の
被
保
険
者
期
間
の
み

で
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。（
既
に
老

齢
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い

る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

見
込
額
試
算
は
、
厚
生
年
金

に
加
入
中
の
方
の
場
合
、

歳
６０

未
満
の
方
は

歳
で
退
職
、

６０

６５

歳
未
満
の
方
は

歳
で
退
職
さ

６５

れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
等
、
一

定
の
条
件
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
。年

金
額
の
試
算
結
果
に
つ
い

て
は
、
郵
送
に
よ
る
お
知
ら
せ

の
他
、
電
子
文
書
に
よ
る
お
知

ら
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利

用
に
な
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
等
の

電
子
証
明
書
の
取
得
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、

歳
未
満
の
方
は
、
｢

５０

年
金
額
簡
易
試
算
｣
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

財
団
法
人

労
災
保
険
情
報

セ
ン
タ
ー（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
：
リ
ッ
ク
）

で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を

受
け
て
、
労
災
医
療
、
労
災
補

償
等
の
労
災
保
険
制
度
全
般
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）財
団
法
人

労
災

保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

和
歌
山

事
務
所

〒
６
４
０
倆
８
３
３
１

和
歌
山
市
美
園
町
３
丁
目
３２

番
１
号

損
保
ジ
ャ
パ
ン
和
歌
山
ビ
ル

℡
０
７
３
倆
４
２
５
倆
４
６
６
６

０
７
３
倆
４
２
５
倆
４
６
５
０

Faxフ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
倆

０
４
４
倆
６
５
０

相
談
用
Ｅ
倆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

z30

倆w
akayam

a@
rousai-

ric.or.jp
認
定
を
受
け
て

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
！

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
き
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
の
た
め
の
一
般
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
・
実
施

し
、
計
画
に
定
め
た
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
企
業
を
、
都
道
府

県
労
働
局
長
が
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
企
業
と
し
て
認
定
す
る
制
度

が
あ
り
、
認
定
を
受
け
た
事
業

主
は
、
マ
ー
ク
を
自
社
の
広
告
、

商
品
、
求
人
広
告
等
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
行
動
計
画
の
策
定
、
認
定
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
和
歌

山
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
０
７

３
倆
４
２
１
倆
６
１
５
７
）ま
で

作
業
主
任
者
技
能
講
習
会
開
催

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

和
歌
山
県
支
部
で
は
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
く
講
習
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

★
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作

業
主
任
者
講
習

○
日
時

月
９
日
～

日

１０

１０

○
受
講
料

９
９
０
０
円

○
受
付
開
始

９
月

日
～

１０

○
場
所

和
歌
山
県
勤
労
福
祉

会
館
（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
）

詳
し
く
は
、
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
和
歌
山
県
支
部

（
０
７
３
倆
４
３
６
倆
１
３
２

７
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。働

く
未
来
を
考
え
る

平
成

年

月
１
日
現
在
で

１９

１０

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す全

国
か
ら
抽
出
さ
れ
た
約
４５

万
世
帯
の

歳
以
上
の
方
々
を

１５

対
象
に
、
ふ
だ
ん
何
か
収
入
に

な
る
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
や
就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
は
、
若
者
、

高
齢
者
や
女
性
の
多
様
化
す
る

就
業
状
況
や
産
業
構
造
の
変
化

に
伴
う
雇
用
流
動
化
の
実
態
な

ど
就
業
に
関
す
る
詳
し
い
状
況

が
明
ら
か
に
な
り
、
雇
用
政
策

や
経
済
政
策
な
ど
の
各
種
行
政

施
策
を
立
案
す
る
際
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

総
務
省

和
歌
山
県

太
地
町

檎

誤

碁

護

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語

語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語
語

お 知

ら せ
太地いきいき
情報コーナー
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下
里
水
路
観
測
所
の
一
般
公
開

の
お
知
ら
せ

○
期
日

平
成

年
９
月

日

１９

１４

（
金
）、

日
（
土
）

１５

午
後
２
時
～
９
時
（
施
設

公
開
及
び
天
体
観
望
会
）

夜
間
観
望
会

当
日
の
条
件

日

日
没

時

分

１４

１８

０６

月
齢
６
・
０

日

日
没

時

分

１５

１８

０４

月
齢
７
・
０

○
申
し
込
み

申
し
込
み
、
参

加
費
と
も
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
観
測
所
ま
で
お
越

し
下
さ
い
。

○
場
所

下
里
水
路
観
測
所

天
候
に
関
わ
ら
ず
施
設
公
開

は
実
施
し
ま
す
。
観
望
会
に
つ

い
て
は
天
候
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
里
水
路
観
測

所
（

倆
０
０
８
４
）
ま
で
お

５８

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
仕
事
、

し
っ
か
り
休
暇

時
間
に
追
わ
れ
て
働
く
の
で

は
な
く
、
時
間
を
活
用
し
て
働

く
「
時
間
の
達
人
」
に
な
っ
て

豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

実
現
し
ま
せ
ん
か
。

～
労
使
で
話
し
合
っ
て
、
仕
事

も
休
暇
も
計
画
的
に
～

平
成

年
４
月
１
日
か
ら

１８

「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

近
畿
６
府
県
の
労
使
代
表
及
び

学
識
経
験
者
が
参
集
し
た
「
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
会
議
」
で
は
、
労
使
関

係
者
が
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と

な
る
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
仕
事
と

生
活
の
調
和
推
進
会
議
申
し
合

わ
せ
事
項
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
推
進
会
議
申
し
合
わ
せ
事

項
を
参
考
に
、
労
使
で
話
し

合
っ
て
、
年
次
有
給
休
暇
等
の

計
画
的
な
取
得
や
ノ
ー
残
業

デ
ー
（
定
時
退
社
日
）
の
実
施

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の

と
れ
た
働
き
方
を
目
指
し
た
改

善
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
監

督
課
（
０
７
３
倆
４
２
２
倆
２

１
７
２
）
ま
で
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

平
成

年
度
和
歌
山
県
農
業
大

20

学
校
【
専
修
学
校
】
学
生
募
集

◇
募
集
人
員

人
４０

◇
受
験
資
格

原
則
と
し
て
県

内
に
住
所
を
有
し
、
概
ね

歳
３０

以
下
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
者
又
は
平
成

年
３
月
卒
業

２０

見
込
み
の
者

◇
願
書
受
付

推
薦
入
学

平
成

年

月

１９

１１

８
日（
木
）～

日（
木
）

２２

一
般
入
学

平
成

年

月

１９

１２

日（
金
）～

日（
木
）

１４

２６

◇
試
験
日

推
薦
入
学

平
成

年

月

１９

１１

日
（
金
）

３０

一
般
入
学

平
成

年
１
月

２０

日
（
木
）

１０

応
募
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
農
業
大
学
校
（
０
７
３

６
倆

倆
２
２
０
３
）、
県
庁
農

２２
林
水
産
部
新
ふ
る
さ
と
推
進
課
、

各
振
興
局
産
業
振
興
部
農
業
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

改
正
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法

に
つ
い
て

☆
商
店
主
、
ビ
ル
の
オ
ー

ナ
ー
、
企
業
の
方
々
、
建
設
関

連
業
の
方
々
、
フ
ロ
ン
類
回
収

業
者
の
方
々
に
お
知
ら
せ
で
す
。

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
が
改
正

さ
れ
、
関
係
者
の
方
々
に
新
た

な
役
割
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
環
境

生
活
部
環
境
管
理
課（
０
７
３
倆

４
４
１
倆
２
６
８
８
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
じ
ゅ
ん
か
ん
バ
ス
の

回
数
券
販
売
に
つ
い
て

■
回
数
券
販
売
場
所

◎
太
地
町
役
場
出
納
室

◎
南
紀
園

◎
社
会
福
祉
協
議
会
（
多
目

的
セ
ン
タ
ー
）

月
～
金
曜
日

午
前
８
時

分
３０

か
ら
午
後
５
時

分
３０

◎
老
人
憩
の
家

水
曜
日

午
前

時
か
ら

１０

１２

時
（
但
し
、
年
末
年
始
の
各

庁
舎
の
閉
庁
日
、
祝
祭
日
を

除
く
。）

■
回
数
券
利
用

大
人

枚
綴
１
０
０
０
円

１０

中
学
生
・
高
校
生

枚
綴

１０
９
０
０
円

小
学
生

枚
綴
５
０
０
円

１０

●
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
、

２
級
並
び
に
下
肢
の
３
級
、
４

級
、
５
級
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
以
外
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
は
半
額

（
障
害
者
手
帳
を
提
示
）

枚
綴
５
０
０
円

１０

●
無
料
の
方

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
４
条

に
規
定
す
る
方
で
、
同
法
第
１５

条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
身
体

障
害
者
手
帳
の
１
級
、
２
級
並

び
に
下
肢
の
３
級
、
４
級
、
５

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
及

び
そ
の
介
護
人
１
人
（
障
害
手

帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。）

②
和
歌
山
県
か
ら
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
及
び
そ

の
介
護
人
１
人
（
療
育
手
帳
を

提
示
し
て
下
さ
い
。）

③
児
童
福
祉
法
第
７
条
に
規
定

す
る
養
護
施
設
で
、
保
護
を
受

け
て
い
る
方
及
び
そ
の
付
添
人

１
人
（
各
種
手
帳
を
提
示
し
て

下
さ
い
。）

④
満

歳
以
上
の
方
（
町
よ
り

８８

証
明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。）

★
た
だ
し
回
数
券
を
購
入
さ
れ

て
い
な
い
方
は
バ
ス
の
表
示
ど

お
り
の
運
賃
料
金
と
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
総
務
課（
５
９
倆
２
３
３
５
）

育
児
相
談
に
つ
い
て

育
児
に
つ
い
て
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
子
育
て
の

悩
み
や
疑
問
等
を
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
毎
週

月
・
水
曜
日

時

分
～

時

１３

３０

１５

倆２
３
２
１（
太
地
幼
稚
園
）

５９
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～太鼓を購入しました～

今回、財団法人自治総合センターによるコミュニ
ティ助成事業（宝くじ助成）の
補助を受け、太鼓７台及び関係備品を購入しました。

～歓迎！ 白馬北小５年生訪問団～

７月２５日、白馬北小学校５年生６１人が来町され、翌日公民館において太地小学校５年生４３人と
の交流会を開催し、約半年ぶりの再会を果たしました。両校の交流は昭和６０年に始まり、今年で２３
回目を数えます。冬には、太地小学校の生徒が白馬村を訪問し、雪遊びなどを体験させて頂いてい
ます。交流会の後、隣町の那智勝浦湾から観光船に乗り、紀の松島巡りを楽しみ、くじら浜公園桟橋
前にて下船し、くじらの博物館内でイルカショーなどを見学して頂きました。午後には向の浦で、
海水浴や貝採りなどを楽しんでいました。両校の生徒の皆さんには、夏のいい思い出になった事と
思います。

～水泳大会が開かれました～

8月19日(日)太地小学校プールにおいて、水泳大会が開催されました。ボール投げや宝探しな
ど参加した児童は大いに楽しんでいました。
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ニューベッドフォード捕鯨博物館を訪ねて、くじらの博物館が所蔵するダーティング・ガ

ンについて調べてきました。写真は収蔵庫で撮影したもので、様々なモデルの捕鯨銃が収め

られています。ダーティング・ガンとは、爆発銛を発射する銃装置です。長い木の柄の先に

金属の銛をつけるのは日本もアメリカも同じですが、ダーティング・ガンも、やはり柄の先

に、銛と並んで装着されます。命中すると同時に引き金が引かれて爆発銛が発射され、数秒

後に鯨の体内で爆発するという仕組みです。太地でも、古式捕鯨が終焉しつつあった明治末

期に使用されたことが分かっています。明治35年（1902）12月、背古君太夫氏はダーティ

ング・ガンを使って、太地捕鯨史上初めてナガスクジラを仕留めました。褒美として君太夫

氏は捕鯨会社から黒紋付一式をもらったそうです。賞状を納める木箱が博物館に伝わってお

り、その箱の裏に顛末が記されていました。

博物館に伝わる三基のダーティング・ガンは、すべて1880年頃にアメリカで製造された

ものであることが分りました。どのような経緯で博物館に伝わったのかは定かではありませ

ん。あるいは君太夫氏が使ったものかもしれません。これらのダーティング・ガンは、他の

捕鯨銃砲類と一緒に、今年の春に和歌山県指定文化財に登録されました。博物館3階に、君

太夫氏の写真や賞状箱とともに展示しています。

ニューベッドフォード捕鯨博物館の収蔵庫には、ありとあらゆる捕鯨資料が保管されています。
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住民基本台帳
（平成19年7月末日現在）

総人口 3,653人
男 1,643人
女 2,010人

世帯数 1,671世帯

編
集
と
発
行
太
地
町
役
場
総
務
課
平
成
年
9
月
１
日
発
行

19

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

秋季大運動会（太地小学校運動会）
☆9月23日（日） ※雨天の場合は順延です

太地町老人福祉大会
☆9月30日(日) 午後１時より 公民館大集会室において

6日（木）ハイハイひろば(0歳児の遊びの教室)

10:00〜11:30 ふれあいルーム

7日（金）10か月児健診

10:00〜10:30(受付) 那智勝浦町

福祉健康センター

12日（水）成人健康相談（血圧測定）

10:00〜11:30 公 民 館

14:00〜15:00 老人憩いの家

13日（木）ヨチヨチ・トコトコひろば

（1歳児・2歳児以上の遊びの教室）

10:00〜11:00 ふれあいルーム

14日（金）乳幼児健康相談

10:00〜11:30 ふれあいルーム

14:00〜15:00 多目的センター

20日（木）ＭＲ・三種混合予防接種

13:00〜13:30(受付) 多目的センター

21日（金）成人健康相談（血圧測定）

10:30〜11:30 森浦集会所

13:00〜13:30 夏山区長さん宅

14:00〜15:00 平見集会所

27日（木）4か月児健診

15:00〜15:30(受付) 那智勝浦町

福祉健康センター

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

≪保健衛生関係9月行事予定≫

※日程は変更する場合もあります。

「
白
馬
駅
前
に
足
湯
が
で
き
ま
し
た
！
」

白
馬
村
は
例
年
よ
り

日
ほ
ど
遅
い
梅
雨
明

10

け
と
と
も
に
8
月
が
始
ま
り
、
夏
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
も
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

白
馬
町
区
活
性
化
委
員
会
が
長
野
県
の「
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
」を
活
用
し
7
月
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
足
湯
「
白
馬
駅
前
の
湯
」
も
多
く

の
観
光
客
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー白馬からお便りー白馬からお便りーー【姉妹都市「白馬【姉妹都市「白馬村」コー村」コーナー】ナー】


